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１．はじめに
信用保証協会は、「信用保証」により、中小企業者
（以下、「事業者」という）の成長と繁栄をサポートし、
地域経済の発展につくすことを目的としている。現
在のコロナ禍、事業者が厳しい経営環境にあるなか
で、保証協会には資金繰り支援、経営支援の面等か
ら期待される役割は大きい。
事業者支援の難しさは、「財務評価」のように客観
的かつシステマチックな評価が可能であるもの、「定
性評価（経営者の資質、技術力、販売力等）」のよう
に評価の多面性、簡便性、客観性等に課題があり一
律的な評価が難しいもの、「経営支援」のように個々
の経営状況により支援方法が相違するもの等が混在
しているため、保証協会や金融機関等の事業者を支
援する者（以下、「支援者」という）には相当の知見や
経験等が必要になることである。事業者にとって事
業は人生そのものと考えている場合もあり、支援す
る側も重責である。
コロナ禍の現在、事業者支援は、一層難しくなっ
ている。不測の事態が起こり、大幅な減収減益を余
儀なくされ、コロナ前後で決算数値を大きく変動さ
せた事業者も多いなか、過去の財務諸表を活用した
「財務評価」をどのように活用すべきか、また、コロ
ナ以前の水準に売上高を戻すことさえ容易ではない
状況下、いかに「経営支援」をすべきか等、課題が多
い。
今回はありがたいことに貴大学の経済研究所機関
誌『中小企業支援研究』に原稿執筆の機会を頂いたの
で、栃木県信用保証協会の取り組みを交えて、コロ
ナ禍の事業者支援のあり方について整理する。
２．栃木県信用保証協会の取り組み
（１）資金繰り支援
信用保証協会は、法律に基づいて設立された公的
な保証機関である。事業者が金融機関から事業資金
の融資を受ける際、公的な保証人となることで融資
を受けやすくすることを目的としており、全国に
51協会が設けられている。
保証協会の業務は、時代に合わせて適宜見直しが
行われ、現在に至っている。過去に発生した経済危
機時には保証承諾が大幅に増加し、事業者の資金繰
りを支え、倒産を抑制する等、緩衝材的な役割を果
たしてきた。今回のコロナのように、事業者が自ら
の責任でない外部環境の危機に直面した時こそ、保
証協会が役割を発揮する時である。
今年度上期、栃木県信用保証協会（以下、「当協会」
という）は、コロナ禍の事業者を支援するため、迅
速な資金繰り支援に取り組んだ。まず国によるセー
フティネット保証4号及び5号、危機関連保証に加
え、地方公共団体によるコロナ対応制度の取り扱い
を開始した。また、令和2年5月からは実質無利子
無担保、保証料の負担を軽減した「新型コロナウイ
ルス感染症対策パワーアップ資金」の取り扱いをス
タートして、事業者の資金繰りを支えた。
その結果、当協会の保証承諾は令和2年4月～ 11
月で332,122百万円、前年比385.9％と急増した。
一方、事業者が返済困難になった場合に金融機関に
支払う代位弁済は3,197百万円、前年比116.8％と落
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ち着いた動きで推移している。コロナ禍、事業者の
資金繰り安定を図ることができたと考えている。
（２）企業支援者育成シンポジウムの開催
コロナ禍で孤軍奮闘している事業者を支えるた
め、支援者は産学官金の力を結集して、経営支援に
総力戦で取り組むことが必要である。
今回、栃木県では県内に本店を置く金融機関と当
協会が共催し、宇都宮財務事務所、商工団体や士業
等の事業者支援機関が後援する「オール栃木」で、シ
ンポジウム「とちぎ発　地域金融のコロナへの挑戦
　～　地域金融マンとしての誇りを持ち、企業支援
を本気で考えるためのシンポジウム～」を令和2年
11月13日に開催した。金融庁の「令和2事務年度金
融行政方針」には「地域・組織を超えて事業者支援の
ノウハウを共有する仕組み」の重要性が記載され、
当シンポジウムは金融庁の後援も受けた。開催目的
は、経営支援強化に向け、支援事例の共有と意識の
醸成を図ることであり、オンライン配信も含め500
名を超える方に参加頂いた。
シンポジウムは三部構成とし、第一部は、金融庁
監督局の日下智晴地域金融企画室長が「コロナ禍の
地域金融に求められる役割」をテーマに基調講演を
行った。第二部では、県内外の各支援機関で、経営
支援に関して豊富な知見を有する実務担当者が、実
例の紹介等を行った。第三部は5名の講師別に分か
れての分科会を開催し、実例紹介に対し、質疑応答
や活発な意見交換が行われた。
経営支援は支援先の状況によって様々であり、正
解はない。だからこそ、それぞれが持つ知見を結集
し、支援者一人一人が多くの支援のありようを認識
することに意味があると考えている。
３．コロナ禍の事業者支援について
（１）事業性評価の重要性
「財務評価」は数値で他社との比較が可能であり、
倒産判別の精度も高いことから、現在では財務諸表
の数値をシステムに入力すれば、評点や将来の予想
デフォルト率が出力される。この評価を活用して迅
速に融資を行うのがトランザクションバンキングで
ある。
コロナ禍、事業活動の制約等から決算数値が大き
く悪化した企業も多く、過去の財務諸表の評価に重
きを置いた支援は課題もある。
今後重要になるのは、財務諸表に現れない定性面
から、コロナ禍における「事業存続力」や、アフター
コロナ時の「事業回復力」をいかに評価するかであっ
て、支援者の評価の目を磨いて「事業性評価」の取り
組みを一層強化することであろう。
（２）短期集中支援の必要性
今後の経営支援は、コロナ禍の厳しい経営環境の
なか、事業者の事業存続のモチベーションをいかに
維持していくかが重要になる。そのためには、事業
者との継続的な対話が必要になるが、支援者のマン
パワーが限られているなかで、効率的・効果的な支
援方法を検討しなければならない。「より多くの事
業者に、より早期の段階から、より実効性のある」
支援を行うために、経営改善の仕方に優先順位をつ
けて対応することも必要である。現状は、事業者の
事業存続を後押しする経営支援に重きを置いて、ま
ずは目先の資金繰り改善・単月のCF改善を優先し、
次にPL（損益計算書）改善に取り組み、黒字化をサ
ポートし、続いてBS（貸借対照表）改善を支援する
方法が考えられる。
コロナ禍、奮闘している事業者の経営改善には、
悠長な時間的余裕はない。ここから数年、支援者は
短期集中・総力戦で、経営支援に取り組むことが求
められる。支援者は、個社に時間をかけて今後の中
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長期計画を策定するなど深く支援することも必要で
あるが、一方で、まずは多くの事業者の資金繰り改
善・単月CF改善を支援することが重要になる。
（３）本業支援の重要性
コロナ禍、多くの企業が不足資金を借入で対応し
た。今後、増加した借入金を返済するためには従来
以上のCFが必要になる。
しかし、販売先数の増加は容易ではなく、これま
での販売先との関係上、価格の値上げはそうできる
ものではない。原価低減、販売管理費の削減もぎり
ぎりまで実施してきており、今後どのように経営改
善するか課題は多い。
支援者は、得意とする財務諸表や資金繰り等の数
値からのアドバイスに加えて、事業者に寄り添って、
販路拡大、生産性向上、海外展開、DX推進、事業
転換等を支援することが必要になる。経営改善の難
易度が上がっており、支援者の本業支援力のレベル
アップが急務である。また、多くの事業者が経営改
善を必要としている状況下、支援者の数が圧倒的に
不足している。組織・地域を超えて、産学官金の事
業者支援機関が連携を強化して支援にあたることが
望まれる。
（４）BS改善支援
事業者には、生業型の方と成長発展を目指す方と
がいるが、いずれもPL改善後はBS改善への着手が
必要になる。
BS改善支援については、成長発展を目指す相応
規模の事業者についてはDDSや第二会社方式等を
活用した再生支援が選択肢になるが、今回、コロナ
で影響を受けている多くの生業型の小規模事業者に
対しては、モラルハザードやコストの問題等があり、
同様の再生手法の活用は難しい。今回のコロナの特
徴の一つは、多くの小規模事業者が借入増加等によ
りBSを大きく悪化したことであり、小規模事業者
の抜本的なBS改善にいかに取り組むか、解決方法
を見出さなければならない。詐害行為との関係もあ
り慎重な検討が必要になるが、BS改善に長期を要
する事業者については、後継者への事業承継を進め
るなかで、前経営者時代に過大になった借入金をど
うするかまで踏み込んで、経営資源を円滑に引継ぐ
ためのガイドライン策定などの検討が期待される。
４．おわりに
コロナ禍の事業者支援は大変難しいものになるで
あろう。今後を考えると、この先「わからない」「見
えない」「予測困難である」というネガティブな言葉
が並びがちであるが、コロナ禍で奮闘している事業
者を支援するためには、支援者側もしっかりと未来
を見て、試行錯誤しながらも前進することが必要で
ある。
近い将来、我が国はコロナを乗り越えることがで
きると信じているが、今回のコロナという前例のな
い異常な事態のなかで、事業者支援のために実施さ
れた政策、そして現場で起きたこと等は、次世代の
ために、正確に記録を残しておくことが必要である。
世界的規模で、人々の生活にまで影響し、終息時期
が見えないコロナに対して、事業者・支援者が諦め
ずに立ち向かった軌跡は必ず将来に活きるはずであ
る。
最後になるが、事業者が何とかこの苦境を乗り越
えることを願うとともに、支援者にとって事業者支
援が一段と高みに登る機会になることを期待したい。
